
山田町
まち
教
きょう
育
いく
委
い
員
いん
会
かい

昔
むかし

の山田は、どんな
ようすだったのかな？

房
ぼう

の沢
さわ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

現
げん

場
ば

「これ、何
なん

だろう？」
出
しゅつ

土
ど

した土
ど

器
き

を見
み

る子
こ

どもたち
（山

やま

田
だ

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

「山北ドキドキ歴
れき

史
し

館
かん

」で）

タブ
ラン

教
きょう

育
い く

と文
ぶ ん

化
か

④

太
た い

古
こ

から現
げ ん

代
だ い

まで
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交
こ う

易
え き

がさかんだった古代 ―房
ぼう

の沢
さわ

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

―

山田町
まち

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

課
か

文
ぶん

化
か

係
がかり

主
しゅ

事
じ

 小
お

野
の

寺
でら

純
じゅん

也
や

さんのお話
はなし

　私
わたし

たちの主
おも

な仕
し

事
ごと

は、古墳などの遺
い

跡
せき

を今
いま

のまま守
まも

ることです。
　発

はっ

掘
くつ

調査は工事などで遺跡がなくなってしまうことになったときにします。
　山田には多

おお

くの製
せい

鉄
てつ

遺跡があります。荒
あら

神
がみ

の砂
すな

浜
はま

に行
い

くと、ところどころ黒
くろ

い砂が見
み

られ 
ます。それが砂

さ

鉄
てつ

で、昔の人も簡
かん

単
たん

にとることができたので製鉄がさかんだったのです。また、房の沢古墳群の 
出土品の多くは、山田で作ったものではなく、ほかの地

ち

域
いき

との交易で得
え

たものだと考えられています。
　製鉄遺跡と今の砂浜、山田とほかの地域、そういうつながりがわかっていくのがこの仕事のおもしろいところです。
　みなさんにも、昔の人の生

せい

活
かつ

と今の生活がつながっていることを少
すこ

しでも感
かん

じてもらえればうれしいです。

　山田北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

のそばにある房の沢古墳群（表
ひょう

紙
し

下
した

の写
しゃ

真
しん

）
の調

ちょう

査
さ

は、1996（平
へい

成
せい

８）年
ねん

、三
さん

陸
りく

縦
じゅう

貫
かん

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

の工
こう

事
じ

中
ちゅう

に 
蕨
わらび

手
て

刀
とう

が発
はっ

見
けん

されたことから始
はじ

まりました。
　この古墳群は、今

いま

から1300年ほど前
まえ

につくられた有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

の墓
はか

 
だと考

かんが

えられ、鉄
てっ

剣
けん

や鉄
てつ

鏃
ぞく

（鉄の矢
や

じり）、鉄の馬
ば

具
ぐ

・農
のう

具
ぐ

、 
スズ製

せい

の釧
くしろ

（腕
うで

輪
わ

）、水
すい

晶
しょう

の切
きり

子
こ

玉
だま

、黒
こく

曜
よう

石
せき

、須
す

恵
え

器
き

などが出
しゅつ

土
ど

 
しました。どれも山田で作

つく

られたものではなく、当
とう

時
じ

の人
ひと

びとは 
かなり広

ひろ

い範
はん

囲
い

で交易をしていたことがわかります。
　さらに、古墳のそばには馬

うま

の墓も発見され、この地
ち

域
いき

で馬が
飼
か

われていたこともわかりました。さまざまな出土品
ひん

も、馬と交
こう

換
かん

で手
て

に入
い

れた宝
たから

物
もの

だったのかもしれません。
　道路の開

かい

通
つう

のため、現
げん

在
ざい

は発見された35基
き

の古墳群のうち
３基

き

だけがのこされています。
　出土した蕨手刀。ワラビのような柄

つか
に角

かく
度
ど

がついていて、日
に

本
ほん

刀
とう

の祖
そ

先
せん

だと考えられて
います。

　出土したスズ製の釧（腕輪）
と黒曜石。当時の日

に
本
ほん

にはス
ズの加

か
工
こう

技
ぎ

術
じゅつ

はなく、大
たい

陸
りく

と
の交易が考えられています。

　房の沢古墳群
近
ちか

くから山田湾
わん

を望
のぞ

む。

昔
むかし

はもっと海
かい

岸
がん

が
近かったんだって。

昔の人も、同
おな

じ風
ふう

景
けい

を見
み

て
いたのかな。

まつりちゃん 海
かい

大
た

くん



3

裏
う ら

山
や ま

がお城
し ろ

かも？ ―中世の館
たて

―

　　中
ち ゅ う

世
せ い

の山
や ま

田
だ

　中世（鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

～室
むろ

町
まち

時代～戦
せん

国
ごく

時代）の山田のようすについてはよくわかっていませんが、当
とう

時
じ

の館
（有

ゆう

力
りょく

者
しゃ

の邸
てい

宅
たく

や城
しろ

）の跡
あと

はいくつかのこされています。代
だい

表
ひょう

的
てき

なものが曽伊館（豊間根地
ち

区
く

）です。

八
はち

幡
まん

館
だて

　もっと身
み

近
ぢか

なところにも、館の跡はのこっています。町
まち

役
やく

場
ば

と山田
八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の裏山は、八幡館（鷺
さぎ

洞
ほら

館
だて

）の跡です。
　『山田八幡宮由

ゆ

来
らい

』には、源
みなもとの

義
よし

経
つね

が北
きた

に逃
のが

れる途
と

中
ちゅう

に鷺洞館
に立ちより、家

け

来
らい

の佐
さ

藤
とう

継
つぐ

信
のぶ

が生
い

きている間
あいだ

に片
かた

時
とき

も手
て

ばなすこ
とのなかった守

まも

り本
ほん

尊
ぞん

の「清
きよ

水
みず

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

」を継信の長男・義
よし

信
のぶ

に託
たく

し、この菩薩像
ぞう

が同
どう

神
じん

社
じゃ

のご神
しん

体
たい

となったと記
しる

されています。

沢
さわ

田
だ

館
たて

　柳
やなぎ

沢
さわ

地区の旧
きゅう

山田病
びょう

院
いん

のそばの山は沢田館
の跡です。現

げん

在
ざい

八幡宮
が祀

まつ

られている平
ひら

場
ば

に本
ほん

館
かん

が置
お

かれていたので
はないかと考えられてい
ます。

大
おお

沢
さわ

館
だて

　大沢地区の八幡宮の山は大沢館の跡です。山の正
しょう

面
めん

には 
山田湾

わん

と大
おお

島
しま

、東
ひがし

に浜
はま

川
かわ

目
め

方
ほう

面
めん

、西
にし

に袴
はかま

田
だ

方面を見わたせ、 
たいへん見晴

は

らしがよかったにちがいありません。
　町

ちょう

内
ない

には、ほかにも織
おり

笠
かさ

館
たて

・坊
ぼう

主
ず

山
やま

館
たて

（織笠地区）、小
お

田
だ

の 
御
ご

所
しょ

・船
ふな

越
こし

御
ご

所
しょ

（船越地区）などの城跡があります。みなさんの 
家
うち

の裏山も、もしかしたらそうかもしれません。

　曽
そ

伊
い

館
だて

。豊
とよ

間
ま

根
ね

川
がわ

と荒
あら

川
かわ

川にはさまれた長
なが

い尾
お

根
ね

の中
ちゅう

央
おう

にあり、二
ふた

つの川の流
りゅう

域
いき

を見
み

渡
わた

すことができたと考
かんが

えられます。

　八幡館。守
まも

りのために斜
しゃ

面
めん

が段
だん

々
だん

にされて
います。

　大沢館。豪
ごう

族
ぞく

である大沢氏
し

の居
きょ

館
かん

だったと
言
い

われています。

　沢田館。左
ひだり

手
て

の尾根が見
み

張
は

り台
だい

ではないか
と考えられています。

どんな人
ひと

たちが住
す

んで
いたのだろう？

山田町
まち

文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

審
しん

議
ぎ

会
かい

委
い

員
いん

 佐
さ

藤
とう

仁
ひと

志
し

さんのお話
はなし

　前
ぜん

九
く

年
ねん

の役
えき

で朝
ちょう

廷
てい

軍
ぐん

に敗
やぶ

れた安
あ

倍
べ

一
いち

族
ぞく

の安倍七
しち

郎
ろう

孝
たか

任
とう

は、母
はは

・阿
あ

波
わ

見
み

と郎
ろう

党
とう

17人
にん

とともに
合
あ

俵
ひょう

村
むら

に落
お

ちのびてきました。「合俵」は豊間根地区の古
ふる

い地
ち

名
めい

で、現
げん

在
ざい

でも宇
う

名
な

田
だ

の宝
ほう

珠
じゅ

院
いん

の森
もり

を「合俵の森」と言
い

います。孝任の子
し

孫
そん

、宣
せん

任
とう

が住
す

まいを移
うつ

したのが曽伊館です。
　この安倍氏が豊間根という氏

うじ

を名
な

乗
の

るようになったのですが、「豊間根」という地
ち

名
めい

の由
ゆ

来
らい

はよくわかっていま
せん。古くから「トヨマナイ」と呼

よ

ばれていたことはわかっていますから、あるいはアイヌ語
ご

由来なのかもしれません。

豊
ゆたか

さん
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近
き ん

世
せ い

〜近
き ん

代
だ い

の山
や ま

田
だ

オランダ島
じ ま

に眠
ね む

るのは ―外
がい

国
こく

船
せん

の来
らい

航
こう

―

伊
い

能
の う

大
だ い

図
ず

に見
み

る山田 ―伊能忠
ただ

敬
たか

の測
そく

量
りょう

―

　1643（寛
かん

永
えい

20）年
ねん

６月
がつ

、オランダ船ブレスケンス号
ごう

が山田
湾
わん

に漂
ひょう

着
ちゃく

しました。突
とつ

然
ぜん

現
あらわ

れた外
がい

国
こく

人
じん

に人
ひと

びとは驚
おどろ

きました
が、彼

かれ

らを歓
かん

迎
げい

し、ブレスケンス号は水
みず

の補
ほ

給
きゅう

を受
う

けて出
しゅっ

航
こう

しました。それを聞
き

いた南
なん

部
ぶ

藩
はん

では、外国人がまた上
じょう

陸
りく

して 
きたらとらえるように命

めい

じました。当
とう

時
じ

、外国との行
い

き来
き

は 
制
せい

限
げん

されていたからです。
　７月、ブレスケンス号は再

ふたた

び山田湾に入
はい

り、船
せん

長
ちょう

以
い

下
か

10名
めい

がとらえられ、取
と

り調
しら

べのために盛
もり

岡
おか

に、そして江
え

戸
ど

に送
おく

られることになりました。
　オランダ島の名

な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

となったブレスケンス号事
じ

件
けん

のあらましですが、山田湾に突然現れた外国船は
ブレスケンス号だけではありません。
　1871（明

めい

治
じ

４）年にはイギリス船シルビア号が来
らい

航
こう

し、このとき山田湾で採
さい

集
しゅう

された貝
かい

の標
ひょう

本
ほん

が大
だい

英
えい

博
はく

物
ぶつ

館
かん

にあります。1873（明治６）年にはロシア船が来航し、航
こう

海
かい

中
ちゅう

に亡
な

くなった水
すい

兵
へい

をオランダ島の東
とう

岸
がん

に埋
まい

葬
そう

しました。ほかにもフランス船やイタリア船が来航した記
き

録
ろく

があります。
　遠

とお

くロンドンの博物館にある山田湾の貝、オランダ島に眠るロシア水兵。目
め

の前
まえ

の海
うみ

が世
せ

界
かい

につながって
いることを示

しめ

す話
はなし

だと言
い

えるでしょう。

　伊能忠敬は下
しも

総
うさの

国
くに

佐
さ

原
わら

（今の千
ち

葉
ば

県
けん

香
か

取
とり

市
し

）の 
商
しょう

人
にん

で、50歳
さい

になってから天
てん

文
もん

・暦
れき

学
がく

を学
まな

び、1800 
（寛

かん

政
せい

12）年から足
あし

かけ17年をかけて日
に

本
ほん

全
ぜん

土
ど

を測量 
し、初

はじ

めて実
じっ

測
そく

による日本全
ぜん

図
ず

の作
さく

成
せい

をなしとげました。 
山田には1801（享

きょう

和
わ

元
がん

）年に立
た

ちより、測量を行
おこな

いました。
　香取市には、名

な

前
まえ

が「山田町」だったころがあり、そ
の縁

えん

から、2017（平
へい

成
せい

29）年には忠敬が作成した地
ち

図
ず

のうち岩
いわ

手
て

・秋
あき

田
た

・青
あお

森
もり

の北
きた

東
とう

北
ほく

３県
けん

分
ぶん

の実
じつ

物
ぶつ

大
だい

レプリ
カの上

うえ

に立
た

って見
み

ることのできる「伊能大図パネル展
てん

」
が中

ちゅう

央
おう

公
こう

民
みん

館
かん

で開
かい

催
さい

されました。

　ブレスケンス号の来航を伝
つた

える江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の絵
え

図
ず

。
「寛永二

に
十
じゅう

」「おらんだ船」の文
も

字
じ

が見
み

えます。

　伊能大図の山田町の部
ぶ

分
ぶん

。「豊
とよ

間
ま

根
ね

」「大
おお

沢
さわ

」「山田」「織
おり

笠
かさ

」
「船

ふな
越
こし

」の文字が見えます。

鯨
くじら

と海の科
か

学
がく

館
かん

 専
せん

門
もん

指
し

導
どう

員
いん

 道
みち

又
また

純
じゅん

さんのお話
はなし

　冷
れい

凍
とう

・冷
れい

蔵
ぞう

技
ぎ

術
じゅつ

のない江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、山田でとれた海
かい

産
さん

物
ぶつ

は塩
しお

づけにしてほかの地
ち

域
いき

に運
はこ

ん
でいました。実

じつ

は、山田では古
ふる

くから海
かい

水
すい

を煮
に

つめて塩を作
つく

っていたのです。
　延

えん

宝
ぽう

年
ねん

間
かん

、つまりブレスケンス号が来
き

てから30数
すう

年
ねん

後
ご

には、塩
しお

釜
がま

（塩をつくる施
し

設
せつ

）に税
ぜい

を 
かけた記

き

録
ろく

がありますし、明治三
さん

陸
りく

津
つ

波
なみ

の被
ひ

害
がい

調
ちょう

査
さ

では流
なが

された塩釜が数
かぞ

えられています。
　第

だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

中
ちゅう

には前
まえ

須
す

賀
か

に塩
えん

田
でん

が設
もう

けられましたし、戦
せん

後
ご

すぐには製
せい

塩
えん

所
じょ

がありました。山田の塩作り
は、1947（昭

しょう

和
わ

22）年ころまで各
かく

地
ち

区
く

で行われていたのです。
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近
き ん

代
だ い

〜現
げ ん

代
だ い

の山
や ま

田
だ

船
ふ ね

は人
ひ と

びとの足
あ し

 ―三
さん

陸
りく

汽
き

船
せん

と巡
じゅん

航
こう

船
せん

―

歴
れ き

史
し

の証
しょう

人
に ん

、クジラ橋
ば し

　―第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

と商
しょう

業
ぎょう

捕
ほ

鯨
げい

―

　1908（明
めい

治
じ

41）年
ねん

、三陸汽船が三陸沿
えん

岸
がん

航
こう

路
ろ

の運
うん

航
こう

を
始めました。山田などに寄

き

港
こう

しつつ宮
みや

古
こ

～塩
しお

釜
がま

を結ぶ１日
にち

 
１便

びん

で、宮古～山田は２時
じ

間
かん

ほどでした。
　山田湾

わん

の巡航船は1920（大
たい

正
しょう

９）年ころ、山田・大
おお

浦
うら

間で
始まりました。1922（大正11）年には大浦～船

ふな

越
こし

・田
た

の浜
はま

や
大浦～浦

うら

の浜
はま

～山田も運航され、昭
しょう

和
わ

になると隅
すみ

田
だ

川
がわ

の 
遊
ゆう

覧
らん

船
せん

を買
か

って山田・大浦間の巡航船にしていました。 
山田・大浦間の１日５便のうち、２便は船越中

ちゅう

学
がっ

校
こう

の通
つう

学
がく

用
よう

に浦の浜を経
けい

由
ゆ

しました。山田・船越中学校等
とう

の統
とう

合
ごう

により 
浦の浜経由はなくなりましたが、1969（昭和44）年には山田
中学校のスクールボートが就

しゅう

航
こう

。1997（平
へい

成
せい

９）年の廃
はい

止
し

 
まで、巡航船は人びとの重

じゅう

要
よう

な足であり続
つづ

けました。

　第二次世界大戦中
ちゅう

、大
おお

沢
さわ

地
ち

区
く

には三陸沿岸航路を守
まも

る海
かい

軍
ぐん

の水
すい

上
じょう

機
き

基
き

地
ち

が、さらに西
にし

側
がわ

には掃
そう

海
かい

艇
てい

の基地が置
お

かれました。大沢地区にある 
福
ふく

登
と

野
の

橋
はし

（クジラ橋）の下
した

のスロープは、このときの水上機滑
かっ

走
そう

台
だい

の一
いち

部
ぶ

です。
　1945（昭和20）年７月

がつ

15日
にち

、跡
あと

浜
はま

地区が空
くう

襲
しゅう

され、家
か

屋
おく

３戸
こ

が焼
しょう

失
しつ

、 
８月９・10日には水上機基地と山田湾

わん

に停
てい

泊
はく

していた掃海艇が爆
ばく

撃
げき

され、 
戦
せん

死
し

者
しゃ

を出
だ

しました。
　戦

せん

後
ご

、1947（昭和22）年、水上機基地の跡
あと

地
ち

に日
にっ

東
とう

捕
ほ

鯨
げい

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

の 
大沢事

じ

業
ぎょう

所
しょ

が置かれ、スロープはとったクジラを引
ひ

きあげるのに利
り

用
よう

され 
ました。大沢地区でホタテの養

よう

殖
しょく

がさかんになり、その出
しゅっ

荷
か

のためにスロープ
の上

うえ

にかけられたのがクジラ橋です。クジラを引きあげるときだけ両
りょう

側
がわ

には
ねあげる可

か

動
どう

橋
きょう

でした。鯨
くじら

と海
うみ

の科
か

学
がく

館
かん

に展
てん

示
じ

されている骨
こっ

格
かく

標
ひょう

本
ほん

のマッ
コウクジラは、ここで1987（昭和62）年に水

みず

あげされたものです。

山田湾に停
てい

泊
はく

する三陸汽船。大正時
じ

代
だい

の写
しゃ

真
しん

です。

現在のクジラ橋とスロープ

クジラを引きあげているところ

コラム
　大浦地区では18世

せい

紀
き

から網
あみ

を使
つか

ったイルカの
追
おい

込
こみ

漁
りょう

が行
おこな

われていました。これは大正時代まで
約200年

ねん

間
かん

続けられ、1913（大正２）年には2000～
3000頭

とう

という大
たい

量
りょう

のイルカがとれたと伝
つた

えられ
ています。 1913（大正２）年のイルカ漁



（三
さ ん

陸
り く

）の津
つ

波
な み

史
し

山
や ま

田
だ

6

869（貞
じょう

観
がん

11）年
ねん

貞観地
じ

震
しん

による津波。

1257（正
しょう

嘉
か

元
がん

）年 久
く

慈
じ

・野
の

田
だ

に津波の記
き

録
ろく

あり。

1454（享
きょう

徳
とく

３）年 享徳地震による津波。

1611（慶
けい

長
ちょう

16）年 慶長三陸地震。東
とう

北
ほく

の慶長津波。

1616（元
げん

和
な

２）年 釜
かま

石
いし

・大
おお

槌
つち

・鵜
うの

住
すま

居
い

に津波の記録あり。

1677（延
えん

宝
ぽう

５）年 大槌・宮
みや

古
こ

・鍬
くわ

ヶ
が

崎
さき

に津波の記録あり。

1687（貞
じょう

享
きょう

４）年 ペルー沖
おき

地
じ

震
しん

による津波。

1751（宝
ほう

暦
れき

元）年 大槌に津波の記録あり。

1762（宝暦12）年 八
はち

戸
のへ

沖地震による津波。

1763（宝暦13）年 八戸沖地震による津波。

1793（寛
かん

政
せい

５）年 寛政地震による津波。

1835（天
てん

保
ぽう

６）年 福
ふく

島
しま

沖地震による津波。

1856（安
あん

政
せい

３）年 安政八戸沖地震による津波。

1861（ 文
ぶん

久
きゅう

元）年 陸
りく

前
ぜん

で被
ひ

害
がい

の記録あり。

1896（明
めい

治
じ

29）年 明治三陸地震。明治三陸津波。

1933（昭
しょう

和
わ

８）年 昭和三陸地震。昭和三陸津波

1952（昭和27）年 十
と

勝
かち

沖地震による津波。

1952（昭和27）年 カムチャッカ半
はん

島
とう

沖地震による津波。

1960（昭和35）年 チリ地震津波。

1968（昭和43）年 十勝沖地震による津波。

2011（平
へい

成
せい

23）年 東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

太
たい

平
へい

洋
よう

沖地震。東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

。

ここでは、山田をふくめた三陸地
ち
方
ほう
をおそった主

おも
な津波を年

ねん
表
ぴょう
にまとめます。

コラム
　『海

かい

嘯
しょう

被
ひ

害
がい

明
めい

細
さい

図
ず

』は、明治三陸津波の当時、宮
みや

古
こ

警
けい

察
さつ

署
しょ

山
やま

田
だ

分
ぶん

署
しょ

に勤
きん

務
む

していた浅
あさ

利
り

和
わ

三
さぶ

郎
ろう

巡
じゅん

査
さ

部
ぶ

長
ちょう

心
こころ

得
え

が
被害のようすをまとめた貴

き

重
ちょう

な史
し

料
りょう

です。当
とう

時
じ

の署
しょ

員
いん

は 
９名

めい

。真
ま

っ暗
くら

闇
やみ

の中
なか

（津波は夜
よる

８時
じ

半
はん

ころでした）、高い 
所に火

ひ

をたいて避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

の目
め

印
じるし

や炊
た

き出
だ

しの場所とし、 
人
じん

命
めい

救
きゅう

助
じょ

と被
ひ

災
さい

状
じょう

況
きょう

把
は

握
あく

のため駆
か

けまわりました。

　「山田浦
うら

では一の波は坊
ぼう

の沢
さわ

（房の
沢）、二の波は寺

てら

沢
さわ

、三の波は関
せき

口
ぐち

川
がわ

の橋
はし

の上まであがった。織
おり

笠
かさ

では礼
れい

堂
どう

（霊堂）
まであがった。津波は小

こ

谷
や

鳥
どり

から大
おお

浦
うら

に
越
こ

した」という記録があります。

　織
おり

笠
かさ

小
しょう

学
がっ

校
こう

前
まえ

にある「大
だい

海
かい

嘯
しょう

記
き

念
ねん

碑
ひ

」。裏
うら

側
がわ

には明治
三陸津波での織笠村

むら

のよう
すが記

しる

されています。

　山田八
はち

幡
まん

宮
ぐう

にある「津
つ

浪
なみ

記
念碑」。「地震があったら高

たか

い所
ところ

へ」「遠
とお

くへ逃
に

げては津波に追
お

いつかれる」など、昭和三陸津
波の教

きょう

訓
くん

が記されています。

学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業
平成30年３月発行

越
こし

次
じ

郎
ろう

さん

町
ちょう

内
ない

にはこのほかにも
津波を記録した碑があ
るよ。さがしてみよう。


